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1. 概要

1.1 背景と目的
自転車は、通勤・通学や買い物など様々な目的で、数多くの人々に利用されている便利で身近

な交通手段である。近年では、排気ガスや騒音を出さない環境負荷の低い交通手段として見直さ

れ、また健康志向の高まりなどを背景に、重要な交通手段として注目されている。

静岡市は、同規模の他の都市と比べて自転車の利用割合が高く、自転車の利用に適した環境で

あるが、現状では自転車に関連した交通事故の発生も多く、自転車利用者が安全・快適に走行で

きる走行空間整備が求められている。

このような状況を踏まえ静岡市では、2008年度（平成 20年度）に静岡市全体にて、「静岡市
自転車道ネットワーク整備計画」を策定、2014年度（平成 26年度）には「静岡市自転車走行空
間ネットワーク整備計画」に改定し自転車走行空間の整備を進めてきた。

2008年度（平成 20年度）以降、道路交通法の一部改正を受け、2012年度（平成 24年度）に
は国土交通省・警察庁より「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」が策定され、有識

者による検討委員会の提言を踏まえて、2016年度（平成 28年度）に一部改定されている。また
2017年（平成 29年）5月には「自転車活用推進法」が施行され、2018年（平成 30年）6月に
は、歩行者と分離された自転車走行空間の整備の促進、新たな観光として人気が高まっているサ

イクル・ツーリズムの推進などが盛り込まれた「自転車活用推進計画」が閣議決定され、令和３

年度には昨今の社会情勢の変化や今後の社会の動向を見据えた「第 2次自転車活用推進計画」が
閣議決定されるなど、全国的に自転車利用に関する環境整備が進められている。加えて、「静岡

県自転車道等設計仕様書」についても、自転車ネットワークの整備形態などについて 2017年度
（平成 29年度）に改定され、道路構造令の改訂を受け、2021年度（令和３年度）に再度改訂さ
れている。

本市においても「静岡市自転車活用推進計画」が 2020年度（令和 2年）に策定され、令和４
年度に「静岡市自転車活用推進計画」を改訂するなど自転車の活用を推進していく機運が高まっ

ている。このような全国的な流れおよび静岡県全体の流れを受け、自転車の利用促進を目指した

安全かつ快適な自転車走行空間の連続性の確保を目的として、「静岡市自転車走行空間ネットワ

ーク整備計画」について改定を行う。

なお、「第４次静岡市総合計画」及び「第３次静岡市のみちづくり」の計画期間と整合を図

り、本計画の計画期間は 2023年度（令和 5年度）から 2030年度（令和 12年度）までの 8年間
として自転車走行空間の整備を進める。
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1.2 対象地域
本計画における対象地域は、静岡市全域（約 141,190ha）とする。

図 1-1 対象地域（静岡市全域）
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1.3 本整備計画の位置づけ
本整備計画は、上位計画である「第 4次静岡市総合計画」に基づき、静岡市の道路整備の方向
性を示した「第 3次静岡市のみちづくり」の計画、及び「第 3期静岡市自転車活用推進計画」等
の施策の一つとして位置づけられる。

図 1-2 本整備計画の位置づけ 
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■第３次静岡市のみちづくり 

  第３次静岡市のみちづくりは、第４次総合計画で掲げるまちづくり目標「『世界に輝く静

岡』の実現」に向けて、道路分野が貢献していくための「ビジョン(未来の姿)」と「プロセ

ス(進め方)」を示している。 

  みちづくりビジョンの「② ヒトもクルマも認めあい、わかりあえる街」や「⑨ 温暖な気

候や風土に合わせた低炭素＆グリーンインフラの実現」では、市民の足として定着している

自転車の車・歩行者とのより良い関係づくりやさらなる利用拡大による環境への貢献、「⑦ 

静岡ならではの歴史と自然を感じられ、地域の魅力を高める道路」では、太平洋岸自転車道

を中心に観光地を巡るサイクル・ツーリズムの促進という部分で、本整備計画はビジョンの

実現に貢献していく。 

図 1-3 静岡市のみちづくり（抜粋）
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■第３期静岡市自転車活用推進計画 

『「世界水準の自転車都市 “しずおか”」の実現』を基本理念として、これを実現するた

めの６つの基本目標を設定し、自転車を取り巻く環境、自転車のメリット、静岡市の特性

やこれまでの自転車関連の取組みを踏まえ、静岡市の自転車利用に関わる課題の解決に向

け、３つの対応の柱に基づく取組みを推進する計画であり、具体的な取組みの一つに「自

転車走行環境の整備」が位置付けられている。 

出典：第3期静岡市自転車活用推進計画/静岡市 

図 1-4 静岡市自転車活用推進計画（抜粋）


